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須玖小学校交通安全教室
　4月17日に、須玖小学校で筑紫交通安全協会によ
る「交通安全教室」が行われました。
　今回、この教室に参加したのは1年生と4年生。1
年生は、つい最近小学生になったばかりのため、ま
だまだ落ち着きがない様子でしたが、道路に出ると、
指導員や先生、保護者の教えをしっかり守って、交通
ルールを学習していました。　
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　インフルエンザの流行期は過ぎましたが、「新型インフルエンザ」の大流行が世界中で

警戒されています。

　「新型インフルエンザ」は、ふつうのインフルエンザとは違う、新しい型に変異したイ

ンフルエンザです。特に今度発生する新型インフルエンザは、致死率の高い「H5N1型鳥

インフルエンザ」を元に発生する可能性があると指摘されています。

　新しいウイルスなので、ほとんどの人が免疫を持っておらず、海外で発生したら、短期

間で世界中に広がり、日本でも大流行が起こる可能性があります。

　自分と家族を守るためには、新型インフルエンザの予防や対策についての正しい知識

を持ち、日ごろから、できる限りの準備をしておくことが大切です。

ふ
つ
う
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
違
い

　
H
5
N
1
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

発
生
し
た
場
合
、次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

①
ほ
と
ん
ど
の
人
に
免
疫
が
な
い

　

新
し
い
ウ
イ
ル
ス
な
の
で
、ほ
と
ん

ど
の
人
が
免
疫
を
持
っ
て
な
い
た
め
、

大
流
行
す
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

②
致
死
率
が
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

　
Ｈ
５
Ｎ
１
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

人
に
感
染
し
た
例
で
の
致
死
率
は
、約

60
％
で
あ
り
、こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
新
型

に
変
異
し
た
場
合
、通
常
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
致
死
率（
0・
1
％
未
満
）よ

り
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

③
若
い
人
の
方
が
重
症
化
し
や
す
い

　
現
在
の
Ｈ
５
Ｎ
１
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
じ
よ
う
に
、新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
若
い
人
が
感
染
し
た
場
合

は
、免
疫
機
能
が
過
剰
に
反
応
し
、自
分

の
組
織
を
傷
つ
け
る
現
象
が
起
き
て
、

重
症
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

④
完
全
な
ワ
ク
チ
ン
が
な
い

　

新
し
い
ウ
イ
ル
ス
な
の
で
、完
全
な

ワ
ク
チ
ン
は
、新
型
が
発
生
し
た
後
に

作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※　

現
在
備
蓄
中
の
ワ
ク
チ
ン
は
、Ｈ

５
Ｎ
１
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

備
蓄
の
ポ
イ
ン
ト

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
後

は
、マ
ス
ク
な
ど
の
感
染
防
止
用

具
や
食
料
品
の
不
足
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、発
生
前
の
今
か
ら
準
備

を
始
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
備
蓄
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
い
つ
も

の
食
生
活
で
は
な
く
、乗
り
切
る

た
め
の
備
蓄
」で
す
。最
低
で
も
２

週
間
分
の
用
意
が
必
要
で
す
。

ポ
イ
ン
ト

▽
い
つ
も
買
う
分
を
少
し
ず
つ
多

め
に
し
、使
う
ご
と
に
買
い
足

し
ま
し
ょ
う
。

▽
食
品
の
消
費
期
限
が
近
づ
い
た

○食料品（長期保存可能なもの）
米、乾めん類（そば、そうめん、ラーメン、うどん、パスタ
など）、切りもち、コーンフレーク・シリアル類、乾パン、
各種調味料、レトルト・フリーズドライ食品、冷凍食品、
インスタントラーメン、即席めん、缶詰、菓子類、ミネラ
ルウォーター、ペットボトルや缶入りの飲料、育児用調
製粉乳 

○日用品・医療品
マスク（不織布製マスク）、ゴム手袋（破れにくいもの）、
水枕・氷枕（頭や腋

え き か
下の冷却用）、漂白剤（含まれる成分

「次亜塩素酸」に消毒効果あり）、消毒用アルコール、常備
薬（胃腸薬、痛み止め、その他持病の処方薬）、ばんそうこ
う、ガーゼ・コットン、解熱鎮痛剤、トイレットペーパー、
ティッシュペーパー、保湿ティッシュ（アルコールのあ
るものとないもの）、洗剤（衣類・食器など）・せっけん、
シャンプー・リンス、紙おむつ、生理用品（女性用）、ごみ
用ビニール袋、ビニール袋（汚染されたごみの密封など
に利用）、カセットコンロ、ボンベ、懐中電灯、乾電池 

備蓄リストの例

新型インフルエンザに備えましょう新型インフルエンザに備えましょう新型インフルエンザに備えましょう新型インフルエンザに備えましょう新型インフルエンザに備えましょう

ら
普
段
の
食
事
で
使
い
、使
っ

た
分
は
買
い
足
し
ま
し
ょ
う
。

▽
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
家
庭
は
紙
お

む
つ
を
買
っ
て
お
く
な
ど
、家

庭
状
況
に
応
じ
て
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

▽
家
族
全
員
で
備
蓄
内
容
や
保
管

場
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
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▷自宅待機に備え、感染防止用品や家庭内治療用品、食
料品・水、日用品、常備薬などを最低２週間分、できる
だけ多く買ってください。
　また、このための備蓄リストを用意してください。

▷家族や親しい人、職場などで備蓄品の管理を含め、新
型インフルエンザの対策を話し合ってください。
▷新聞やテレビ、自治体などから情報を収集してくだ
さい。

▷備蓄リストを確認し、必要なもの、足りないものを追
加してください。
▷持病がある人は、かかりつけ医から通常より長めの
日数分の薬をもらってください。
▷新聞やテレビ、自治体などから詳しい情報を収集し

てください。
なお、うわさやデマ、匿名のインターネット情報など
には注意してください。
▷発生地への旅行や海外出張などを取りやめてくださ
い。

▷働いている人は、勤め先の対応（自宅勤務、泊り込み、
出勤体制の変更など）に従ってください。
▷休校の指示が出たら、子どもを登校させないでくだ
さい。
▷家族全員で小まめに手洗いとうがいを行い、外出時
はマスクを着用してください。　
▷毎朝、家族全員の体温を測って、体調をチェックして
ください。

▷いつ近くで発生するか分からないので、必要がない
外出は控えてください。
▷発熱などの気になる症状があったら、まず最寄りの
保健所（保健福祉環境事務所）に連絡してください。
▷生鮮食料品の買い出し、ガソリンの給油を行ってく
ださい。
▷銀行やATMでの引き出しができなくなる可能性が
あるので、現金を用意しておいてください。

▷できるだけ外出しないでください。「仕事を休む（自
宅勤務）」、「子どもを学校や塾に行かせない（自宅学
習）」、「買い物に行かない」、「通院しない」を徹底して
ください。
なお、発熱などの気になる症状があったら、まず保健
所に連絡してください。感染の疑いがあるため、いき
なり、行きつけの病院には駆け込まないでください。

▷家族全員で手洗い、うがい、洗顔を徹底してくださ
い。
▷毎朝、家族全員の体温を測って、体調をチェックして
ください。
▷やむを得ず出かけるときは、マスク、ゴーグル、ビ
ニール手袋を着用してください。

新型インフルエンザ発生前・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「海外で発生」というニュースを聞いた場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「国内で感染者を確認」というニュースを聞いた場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「全国で感染者が増加」というニュースを聞いた場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新型インフルエンザ相談窓口・問い合わせ先

▶筑紫保健福祉環境事務所（大野城市白
し ら き ば る

木原3 ｰ 5 ｰ
25筑紫総合庁舎内）

（513）5584　 （513）5598

▶市健康課（いきいきプラザ内）
（501）1134　 （501）0051

新型インフルエンザの関連情報
は、厚生労働省のホームページか
ら確認できます。

http://www.mhlw.go.jp/

私たちがすべきこと（新型インフルエンザ対応マニュアル）
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４
月
１
日
か
ら

　
市
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
始
ま
る
春
日
市
高
齢
者

福
祉
計
画
２
０
０
９・
第
４
期
介
護
保

険
事
業
計
画
を
機
に
、こ
れ
ま
で
の
サ
ー

ビ
ス
を
見
直
し
、高
齢
者
の
声
を
生
か
し

な
が
ら
、新
し
い
事
業
を
始
め
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
見
直
し
に
伴
い
、廃
止
と

な
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

サービス事業名 事業内容

声の訪問事業 在宅の独り暮らしの高齢者で、定期的に安否確認の必要がある人に、
声の訪問センターから毎日１回の安否確認を行います。
※原則、利用料金の負担はありません。

生活支援事業 在宅の独り暮らしの高齢者などで、自宅で日常生活を営むのに著しく
支障のある人に対し、介護保険サービス外の日常生活支援（洗濯、掃
除、ごみ出しなど）を行うために、支援員（サポーター）を派遣します。

高齢者
やすらぎ支援事業

認知症高齢者などを自宅で介護する家族が、外出する時間帯、また
は、介護疲れで休息が必要な時間帯に、認知症高齢者などを見守る支
援員（サポーターやホームヘルパー）が、居宅を訪問し、①見守り②話
し相手③家族の相談などに応じます。
※介護保険被保険者で、要支援・要介護の認定を受けている在宅の高
齢者と同居（準じた状況を含む）して介護する家族が対象です。

高齢者日常生活用具
給付事業
（自動消火器給付）

介護保険被保険者で、要介護・要支援の認定を受け、在宅で独り暮らし
の人のうち、心身の障害などにより防火の配慮が必要な高齢者に対し
て、介護保険料段階に応じた給付上限額までの自動消火器設置費用を
給付します。

高齢者・要援護者等
台帳登録制度

災害緊急時などに備えて、個人情報（本人の基本情報、身体状況や緊急
連絡先など）を登録しておく制度です。本人の同意がある場合は、自治
会にその一部を提供し、自治会の地域福祉活動（地域での見守り、福祉
活動へのお誘いなど）にも活用することができます。
※登録後、内容に変更がある場合は、連絡してください。

◆新しく始める事業

介護保険料段階 サポーター派遣
第1〜3段階 300円
第4〜8段階 500円

一時間あたりの利用料金

介護保険料段階 サポーター派遣 ホームヘルパー派遣
第1〜3段階 300円 800円
第4〜8段階 500円 1,300円

一時間あたりの利用料金

高
齢
者
福
祉
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た



K A S U G A         C I T Y5

　
自
分
ら
し
く
、い
き
い
き
と
在
宅

生
活
を
送
る
た
め
に
、福
祉
の
サ
ー

ビ
ス
を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
場
合
、利
用
で
き
な
い
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
申
請
の
際

に
は
、高
齢
者・要
援
護
者
等
台
帳
登

録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

サービス事業名 事業内容 主な変更内容

介護用品
給付サービス事業
（紙おむつの給付）

在宅の高齢者で、常時紙おむつが
必要な人を対象としています。
介護保険料段階に応じ、給付対象
上限額の9割までの紙おむつを給
付します。

緊急通報装置の貸与 在宅で独り暮らしをしている高
齢者などが、家庭内で急病や事故
などの緊急事態時に、ボタン一つ
で受信センターに通報すること
ができる機器を貸与します。
受信センターから、必要に応じて
消防署や近隣の協力員、緊急連絡
先などに連絡します。

①月々の利用料金が必要になりました。

②必要な際にホームヘルパーの派遣を受けることができる
ようになりました。
（利用者負担　一回525円）
③要介護認定者は、夜間対応型訪問介護の利用ができるた
め、原則として緊急通報装置貸与サービスは利用できな
くなりました。

敬老の祝金 多年にわたり、社会に尽くしてこ
られた高齢者を敬い、長寿を祝う
ことを目的に、祝金を支給しま
す。

春日市福祉電話設置事業（障害者対象の事業は継続実施）

事業内容や利用状況などから
検討した結果、廃止としました。

春日市軽度生活支援事業
春日市ねたきり高齢者等介護手当
春日市徘徊高齢者等位置情報サービス利用助成事業

介護保険料段階 給付対象上限額（月額）
第1〜3段階 6,000円
第4段階 3,000円

介護保険料段階 給付対象上限額（月額）
第1〜3段階 8,000円
第4段階 4,000円

【変更前】　全額給付

【変更後】　9割の費用給付（1割自己負担）

対象年齢 支給額
77歳と80〜99歳 5,000円
100歳以上 2万円

対象年齢 支給額
80 〜 99歳 5,000円
100歳以上 2万円

【変更前】　

【変更後】　

◆見直しをした事業

◆廃止した事業

問い合わせ先
▶高齢課高齢者支援担当
　 （584）1111　 （584）3090
▶春日市北地域包括支援センター
　 （589）6227
▶春日市南地域包括支援センター
　 （595）8188

※
　
掲
載
し
て
い
る
内
容
以
外
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
ま
す
。

　
　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

介護保険料段階 利用料金（月額）
第1〜3段階 262円
第4〜8段階 525円
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策定
しました

市は、平成19年3月に、「第1期春日市障がい福祉計画」を
策定しました。
同計画が、平成20年度で見直し時期を迎えたこと
から、このたび、「第2期春日市障がい福祉計画」
（平成21年度〜23年度）を策定しましたので、
その概要をお知らせします。

　平成18年4月の障害者自立支援法の施行に伴い、各
市町村には「市町村障害者福祉計画」を策定することが
義務付けられました。
　これは、障害福祉サービスや相談支援、地域生活支援

事業の必要量などを見込むとともに、そのサービス提
供体制の計画的な整備を図り、障害者自立支援制度の
円滑な実施を確保するためのもので、各市町村は、3年
ごとにこの計画を策定する必要があります。

　当事者のニーズを広く把握するためのアンケート調
査や当事者・事業者などの関係団体・機関からヒアリン
グなどを実施しました。
　また、「春日市障害者福祉長期行動計画」と密接に連

動して策定・推進していくよう、公募による市民や医
療・福祉関係団体の代表者などが参加する、「春日市障
害者福祉長期行動計画検討協議会」を開催し、検討しま
した。

　障害のある人の福祉の増進、そして安心して暮らせる地域社会の実現に向けて、次のとおり方針を定めました。　

地域生活への移行
　障害のある人が暮らしたいと望む地域において、自らの意思で選択・決定し、地域社会の
一員として自分らしい暮らしを実現するための「地域移行」を推進します。
　また、障害のある人が、その能力を十分に発揮できるよう、就労支援の充実を図ります。
　なお、平成21年度からは生活支援相談員を１人増員し、地域移行や就労支援を含めた全
体の生活支援を強化していきます。福祉施設から

一般就労への移行

障害福祉サービス・
地域生活支援事業

　ニーズに応じた福祉サービス提供体制の充実と地域における相談支援体制の強化を図
るため、市のネットワークの強化と社会資源の開発を目指し、障害のある人の支援に携わ
る関係機関（福祉サービス事業者、医療機関、当事者団体、教育関係、民生委員、社会福祉協
議会、行政機関など）との意見交換や情報共有の場として、定例的な会議（関係機関会議）を
開催していきます。相談支援体制

●市町村が策定する「市町村障害者福祉計画」とは

●「第２期春日市障がい福祉計画」の策定方法

●「第２期春日市障がい福祉計画」の方針

問い合わせ先　福祉支援課障害担当　 （584）1111　 （584）3090

春日市障がい福祉計画春日市障がい福祉計画



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

平
成
21
年
度
児
童
手
当
の
新
規
申
請
の
受

け
付
け
を
、５
月
１
日
か
ら
始
め
て
い

ま
す
。

　

児
童
手
当
は
、小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児
童

（
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
）

を
養
育
し
て
い
る
人（
請
求
者
）に
支
給
す
る
手

当
で
、平
成
21
年
度
分
に
つ
い
て
は
、平
成
20
年

中
の
所
得
に
よ
り
、支
給
の
可
否
を
決
定
し
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
手
当
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
人
も
、新
た
に
受
給
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、該
当
す
る
人
は
、５
月
中
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、現
在
、児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る

人
に
つ
い
て
は
、６
月
に
現
況
届（
６
月
初
旬
ご

ろ
に
通
知
）の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、今

回
の
申
請
は
不
要
で
す
。

申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

▽
印
鑑

▽
請
求
者
名
義
の
預
金
口
座
番
号
な
ど

※　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
希
望
す
る
場
合
は
、振

込
用
の
店
名
と
口
座
番
号
が
記
載
さ
れ
た
通

帳
が
必
要
で
す
。

▽
請
求
者
と
対
象
児
童
の
健
康
保
険
証

※　

公
務
員
の
場
合
は
、勤
務
先
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
先　

こ
ど
も
未
来
課
母
子
児
童
担
当（
市

役
所
２
階
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
児童手当の新規申請受け付けを開始

5月中に申請してください

こども未来課 母子児童担当　 （584）1111 （584）1115

文
化
・
芸
術
面
で
活
躍
す
る「
春

日
市
の
お
宝
文
化
人
」の
知

識
や
技
術
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

公
民
館
行
事
や
育
成
会
行
事
、ま

た
は
個
人
的
な
依
頼
で
も
構
い
ま
せ

ん
。

春
日
市
の
お
宝
文
化
人
と
は

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
文
化
・
芸
術
活

動
を
広
め
る
た
め
に
、市
が
選
定
し

た
、多
様
な
分
野
に
お
け
る
知
識
・
技

術
を
持
っ
た
春
日
市
在
住
の
人
た
ち

で
、現
在
、33
人
が
活
躍
中
で
す
。

　

分
野
は
園
芸
、芸
術
、演
芸
、ス

ポ
ー
ツ
、手
工
芸
、食
、伝
統
文
化
、歴

史
、コ
レ
ク
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は「
文
化
人
冊
子
」を
見
て
く
だ
さ

い
。

※　

冊
子
は
社
会
教
育
課
に
あ
り
ま

す
。

申
込
方
法　
電
話
か
直
接
窓
口
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、希
望

す
る
お
宝
文
化
人
、詳
し
い

依
頼
内
容
、開
催
事
業
の
費

用
を
伝
え
る

※　

申
込
後
、お
宝
文
化
人
の
確
認

を
と
り
、後
日
、派
遣
可
否
結
果
を

連
絡
し
ま
す
。

　

派
遣
決
定
後
、お
宝
文
化
人
と

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

注
意
事
項

▽
こ
の
事
業
は
、「
お
宝
文
化
人
活
動

登
録
書
」に
基
づ
い
て
実
施
す
る

も
の
で
、営
利
目
的
で
の
派
遣
依

頼
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▽
事
業
実
施
後
、事
業
報
告
書
を
提

出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

申
込
先　

お
宝
探
偵
局（
大
谷
６
ー

24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

内
社
会
教
育
課
内
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
春日市のお宝文化人

派遣依頼を受け付けています

社会教育課 社会教育担当　 （575）4121 （593）7380
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国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
人
に
は
、社
会
保

険
庁
か
ら
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」が
、毎

年
の
誕
生
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」に
は
、加
入
記

録
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
の
、「
年

金
加
入
記
録
回
答
票
」が
同
封
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

青
色
の
回
答
票
が
届
い
た
人
は
、記

録
の
漏
れ
や
誤
り
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、回
答
票
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

白
色
の
回
答
票
が
届
い
た
人
は
、記

録
の
漏
れ
や
誤
り
が
あ
っ
た
と
き
の

み
、回
答
票
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

○
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

※　

一
般
の
固
定
電
話
の
場
合
は
、

市
内
通
話
料
金
で
利
用
で
き
ま

す
。Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、

０
３（
６
７
０
０
）１
１
４
４
に

か
け
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

▽
月
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

▽
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
南
福
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

（
５
５
２
）６
１
１
２

　

（
５
４
１
）７
６
４
９

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
「ねんきん定期便」

届いたら年金記録の確認をしてください

国保年金課 年金担当　 （584）1111 （584）1141

　市長が所有する資産や所得などの
報告書を、｢春日市長等政治倫理条 
例｣に基づいて公開します。
閲覧報告書　
▷資産等補充報告書
▷所得等報告書
▷関連会社等報告書
閲覧開始日　5月18日㈪
閲覧・問い合わせ先　情報政策課情

報公開広報担当（市役所2階）
（584）1111　
（584）1142

市長の資産・所得などを
公開します

井
上
市
長
が
各
地
区
公
民
館
に
出
向
い

て
、市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程・場
所

▽
６
月
22
日
㈪　

若
葉
台
東
公
民
館

▽
６
月
25
日
㈭　

大
和
町
公
民
館

▽
６
月
26
日
㈮　

小
倉
東
公
民
館

▽
６
月
29
日
㈪　

光
町
公
民
館

▽
６
月
30
日
㈫　

宝
町
公
民
館

時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

○
日
の
出
町
地
区
の
開
催
日
を
変
更

　

市
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
、日
の
出
町

地
区
の
出
前
ト
ー
ク
開
催
日
を
変
更
し
ま
し

た
。

　

な
お
、時
間（
午
後
７
時
〜
）と
場
所（
日
の

出
町
公
民
館
）の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
変
更
前　

10
月
27
日
㈫

▽
変
更
後　

10
月
28
日
㈬

出前トーク「市長と語る」
６月の日程をお知らせします

行政管理課 行政管理担当　 （584）1111 （584）1145

６
月
に
行
う
議
会
の
日
程
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

日
程・内
容

▽
１
日
㈪ 

本
会
議（
議
案
の
上
程
、提

案
理
由
の
説
明
な
ど
）

▽
４
日
㈭ 

本
会
議（
議
案
質
疑
な
ど
）

▽
５
日
㈮
・８
日
㈪
・９
日
㈫　

各
常
任

委
員
会（
議
案
審
査
）

▽
10
日
㈬･

11
日
㈭　

本
会
議（
一
般
質

問
）

▽
12
日
㈮　

各
常
任
委
員
会（
議
案
審

査
の
ま
と
め
）

▽
15
日
㈪ 

各
常
任
委
員
会（
閉
会
中
の

調
査
事
件
の
調
整
な
ど
）

▽
16
日
㈫　

本
会
議（
委
員
長
報
告
、質

疑
、討
論
、採
決
）

※　

日
程
は
、都
合
に
よ
り
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
す
る
場
合
は
、事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

春日市議会６月定例会
傍聴しませんか

議会事務局　 （584）1111 （584）1146

　平成21年度から、国民健康保険税の
うち介護納付金課税額の課税限度額
を、介護給付費の動向などを勘案した
結果、９万円から10万円に引き上げま
した。
　今年度の税額については、６月中旬
に納税通知書を郵送してお知らせしま
す。
問い合わせ先　国保年金課国保担当

（584）1111　 （584）1141

国民健康保険税
税額改定のお知らせ
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春
日
市
生
活
環
境
組
合
連
合

会
主
催
の
、春
の
ガ
レ
ー

ジ
セ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

　

家
庭
に
眠
っ
て
い
る
不
用
品
を

必
要
な
人
に
譲
る
こ
と
で
、無
駄

な
ご
み
を
減
ら
し
、環
境
に
や
さ

し
い
生
活
を
目
指
し
ま
す
。

　

家
族
や
友
人
と
来
ま
せ
ん
か
。

日
時　
６
月
７
日
㈰（
雨
天
中
止
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
市
役
所
市
民
駐
車
場

出
店
者
数　
１
３
５
組

注
意
事
項

▽
当
日
は
、環
境
保
護
の
た
め
、徒

歩
や
自
転
車
、公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
や
む
を
得
ず
車
を
利
用
す
る
場

合
は
、春
日
原
小
学
校（
春
日
原

南
町
４
ー
37
ー
１
）を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
レ
ジ
袋
の
使
用
を
減
ら
す
た

め
、マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
商
品
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、盗

難
、事
故
な
ど
に
つ
い
て
は
、当

事
者
間
で
解
決
し
て
く
だ
さ

い
。市
や
同
連
合
会
は
一
切
責

任
を
負
い
ま
せ
ん
。

▽
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会（
市

ご
み
減
量
推
進
課
内
）

春のガレージセール
環境にやさしい生活を

ごみ減量推進課　 （584）1111 （584）1147

補
装
具
に
関
す
る
相
談
に
、無
料

で
応
じ
ま
す
。

日
時　
５
月
29
日
㈮

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

場
所　
大
野
城
市
す
こ
や
か
交
流
プ
ラ

ザ（
大
野
城
市
瓦か
わ
ら
だ田
４
ー
２
ー

１
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
印
鑑

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳

（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

▽
前
回
支
給
さ
れ
た
補
装
具（
補
装
具

費
再
支
給
の
場
合
）

▽
修
理
が
必
要
な
補
装
具（
補
装
具
修

理
の
場
合
）

※　

座
位
保
持
装
置
の
相
談
に
つ
い
て

は
、事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、電
動
車
い
す
・
重
度
障
害
者

用
意
思
伝
達
装
置
に
つ
い
て
は
、相

談
の
み
で
、判
定
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断

書
作
成
と
補
聴
器
の
相
談
は
行
い
ま

せ
ん
。

身体障害者・戦傷病者巡回相談
補装具を使用している人のために

福祉支援課 障害担当　 （584）1111 （584）3090

市
域
最
南
部
の
春
日
原
ゴ
ル
フ
場

の
一
部
で
、大
規
模
開
発
が
施

工
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
開
発
地
と
東

浦
・
西
浦
地
区
を
合
わ
せ
た
区
域
の
南

部
白
水
地
区
地
区
計
画
を
変
更
す
る
予

定
で
す
。

　

こ
の
地
区
計
画
で
は
、ゴ
ル
フ
場
と

東
浦
・
西
浦
地
区
の
一
部
に
計
画
的
開

発
を
誘
導
し
、残
さ
れ
た
自
然
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
、良
好
な
低
層
住
宅

地
と
広
域
商
圏
も
視
野
に
入
れ
た
郊
外

型
商
業
地
の
形
成
と
と
も
に
、併
せ
て

乱
開
発
の
進
行
の
抑
止
、乱
開
発
地
域

に
お
い
て
損
な
わ
れ
た
緑
の
回
復
な
ど

の
環
境
改
善
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

現
在
、同
地
区
計
画
の
変
更
の
手
続

き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、案

を
作
成
す
る
段
階
で
原
案
を
４
月
に
縦

覧
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
変
更
予
定
に
伴
い
、原
案
を

一
部
修
正
し
た
内
容
の
変
更
案
を
縦
覧

す
る
予
定
で
す
。

都
市
計
画
の
種
類　
福
岡
都
市
計
画
南

部
白
水
地
区
地
区
計
画

縦
覧
予
定
期
間　
６
月

※　

詳
し
く
は
、６
月
１
日
号
の
市
報

で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

地区計画変更案を縦覧予定
南部白水地区

都市計画課 計画担当　 （584）1111 （584）1143
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陸
上
自
衛
隊
第
４
師
団

創
立
記
念
行
事

日
時　

５
月
24
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地（
大

和
町
５
ー
12
）

※　

午
前
８
時
50
分
〜
午
後
４
時
30
分

に
、送
迎
バ
ス
が
Ｊ
Ｒ
南
福
岡
駅
と

西
鉄
春
日
原
駅
か
ら
出
ま
す
。

内
容　

▽
記
念
式
典
・
パ
レ
ー
ド

▽
ラ
ッ
パ
演
奏

▽
模
擬
戦
闘
訓
練

▽
装
備
品
試
乗

▽
音
楽
・
太
鼓
演
奏

※　

装
備
品
展
示
や
活
動
紹
介
コ
ー

ナ
ー
、模
擬
売
店
も
あ
り
ま
す
。

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

同
師
団
司
令
部
広

報
室

（
5
9
1
）１
０
２
０（

５
２
４
５
）

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

参
加
者
募
集

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
ク
ラ
ブ

　

い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、誰
と
で
も
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り

に
し
ま
せ
ん
か
。

　

年
齢
は
問
わ
ず
、家
族
で
参
加
で
き

ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

毎
月
第
３
木
曜
日
の
午
後
７
時

〜
９
時（
予
定
）

※　

初
回
は
５
月
21
日
㈭
に
行
い
ま

す
。

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

（
大
谷
６
ー
28
）

種
目　

軽
量
バ
レ
ー
、シ
ャ
ッ
フ
ル

ボ
ー
ド

※　

毎
回
、種
目
を
変
更
し
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

（
５
７
１
）３
２
３
４

（
５
８
５
）１
６
３
４

春
日
市
体
育
協
会
ワ
ン
コ
イ
ン
教
室

「
誰
で
も
わ
か
る
ス
ポ
ー
ツ
科
学
」

　

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
が
体
に
及
ぼ
す
影

響
や
、ケ
ガ
、故
障
の
予
防
法
を
教
え
ま

す
。

日
時（
３
回
コ
ー
ス
）

▽
６
月
14
日
㈰　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
６
月
19
日
㈮　

午
後
７
時
〜
９
時

▽
６
月
21
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

※　

１
回
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修

室
１
・
２（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　

森も
り
や
ま山
善よ
し
ひ
こ彦
さ
ん（
福
岡
県
体
育

協
会
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
委
員

会
）

受
講
料　

一
回
５
０
０
円

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
８
日
㈪
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た
は
E

メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

（
５
７
４
）９
１
３
１

（
５
７
４
）９
１
３
８

haru-t@
bb.csf.ne.jp

い
つ
ま
で
も
元
気
に

食
と
健
口
教
室

　

口
の
機
能
を
高
め
、栄
養
改
善
を
行

う
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。

対
象　

次
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
２
つ
以

上
当
て
は
ま
る
人（
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
）

チ
ェ
ッ
ク
項
目

▽
硬
い
も
の
が
食
べ
に
く
く
な
っ
た

▽
お
茶
な
ど
で
む
せ
る
こ
と
が
あ
る

▽
口
が
よ
く
渇
く

▽
食
事
が
あ
ま
り
取
れ
ず
、栄
養
不
足

な
ど
の
不
安
が
あ
る

内
容

▽
口こ

う
く
う腔
の
機
能
向
上
・
栄
養
改
善
に
つ

い
て
の
講
義

▽
口
腔
体
操
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
簡
単
な

調
理
実
習

▽
個
別
指
導

日
時　

６
月
10
日
・
17
日
、７
月
１
日
・

15
日
・
29
日
、８
月
５
日
・
19
日

（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）

午
前
10
時
〜
正
午（
７
月
29
日

㈬
の
み
午
後
１
時
30
分
ま
で
）

※　

身
体
状
況
に
応
じ
て
、送
迎
事
業

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費（
材
料
費
）　

５
０
０
円

申
込
方
法　

６
月
２
日
㈫
ま
で
に
、電

話
な
ど
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

い
き
い
き
ル
ー
ム

初
回
説
明
会

　

い
き
い
き
ル
ー
ム
は
、運
動
機
器
を

利
用
し
た
運
動
や
集
団
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

な
ど
、自
分
に
合
っ
た
運
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
施
設
で
す
。

　

会
員
に
な
る
た
め
に
は
、初
回
説
明

会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

対
象　

今
ま
で
に
利
用
し
た
こ
と
が
な

い
人

日
時　

毎
週
月
〜
土
曜
日（
祝
日
を
除

く
）の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

の
う
ち
１
時
間
程
度

内
容　

会
員
登
録
手
続
き
、利
用
方
法

な
ど
の
説
明
、集
団
エ
ク
サ
サ

イ
ズ

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

利
用
料（
登
録
料
含
む
）　

▽
65
歳
未
満　

一
回
３
５
０
円

▽
65
歳
以
上　

一
回
２
５
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　

上
ぐ
つ
、運
動
し

や
す
い
服
装

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、電
話
で
申

し
込
む

※　

時
間
の
都
合
が
悪
い
場
合
は
、相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー
ム

（
５
０
１
）１
１
６
２

（
５
０
１
）０
０
５
１

福
岡
徳
洲
会
病
院

健
康
教
室

　

誰
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。申

し
込
み
も
不
要
で
す
。

日
時　

５
月
22
日
㈮

　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

同
病
院
セ
ン
タ
ー
６
階
講
堂

（
須
玖
北
４
ー
５
）

演
題　

防
ご
う
！
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム

問
い
合
わ
せ
先　

同
病
院
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

（
５
７
３
）６
６
２
２

（
５
７
２
）０
６
３
３
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布
絵
本
イ
ル
カ
く
ら
ぶ

布
絵
本
づ
く
り
講
座

　

か
わ
い
い
布
絵
本
を
一
緒
に
作
り
ま

せ
ん
か
。

日
程　

６
月
１
日
㈪
・
８
日
㈪
・
15
日

㈪
・
22
日
㈪（
計
４
回
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

受
講
料　

２
，０
０
０
円（
材
料
費
）

※　

自
分
で
作
っ
た
も
の
は
、持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

託
児　

０
歳
〜
・
一
回
５
０
０
円

申
込
方
法　

５
月
25
日
㈪
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、託
児
希

望
者
は
子
ど
も
の
年
齢
・
名
前

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

か
す
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
５
０
１
）１
１
３
６

（
５
８
１
）７
２
５
８

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
会
議
室

１
・
３（
大
野
城
市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー

３
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
者
・
障
害
者
安

心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
・
筑
紫
出

張
所

（
９
２
１
）２
１
３
０（

兼
用
）

子
育
て
地
域
推
進
事
業

社
協
春
っ
子
ひ
ろ
ば

　

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、「
子
育

て
支
援
」を
テ
ー
マ
に
、「
社
協
春
っ
こ

ひ
ろ
ば
」を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

５
月
29
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

内
容　

子
育
て
サ
ロ
ン
の
活
動
紹
介
、

情
報
交
換
な
ど

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

相あ
い
ど戸
晴は
る
こ子
さ
ん

（
福
岡
県
子
育
て
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）　

※　

託
児（
生
後
５
カ
月
〜
未
就
園
児
）

を
希
望
す
る
人
は
、５
月
21
日
㈭
ま

で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議

会
地
域
福
祉
課

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
４
０
０
㎖
献
血
の
み
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、年
間
の
献
血
回
数
と
採
血
量

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
２
日
㈫

▽
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▽
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

㈶
福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
研
修

　

現
在
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
従

事
し
て
い
る
人
や
、こ
れ
か
ら
従
事
し

よ
う
と
し
て
い
る
人
を
対
象
と
し
た
養

成
研
修
で
す
。

日
程

▽
講
義
・
実
技

６
月
28
日
〜
11
月
29
日
の
日
曜
日

（
一
部
土
曜
日
）の
う
ち
計
22
日

▽
実
習

12
月
７
日
〜
平
成
22
年
２
月
５
日
の

平
日
の
う
ち
計
５
日

▽
修
了
式　

２
月
21
日
㈰

場
所　

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

（
福
岡
市
南
区
大お

お
ぐ
す楠
３
ー
１
ー

１
）

受
講
料　

２
万
円（
別
途
健
康
診
断
書

経
費
と
し
て
１
万
円
程
度
必

要
）

定
員　

15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

６
月
５
日
㈮
ま
で
に
、高

齢
課（
市
役
所
１
階
）の
窓
口
に

備
え
付
け
の
受
講
申
込
書
を
提

出
す
る（
要
押
印
）

※　

市
内
に
居
住
し
、住
民
票
が
あ
る

人
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
子
育
て
支
援
団
体

の
活
動
を
助
成
し
ま
す

　

㈶
福
岡
県
地
域
福
祉
財
団
は
、地
域

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
子
育
て
支
援
活

動
を
推
進
し
て
い
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ

の
た
め
の
助
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象
事
業
・
助
成
額

▽
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
促
進

事
業

　

上
限
30
万
円

▽
地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

　

上
限
20
万
円

▽
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

　

上
限
15
万
円

申
請
期
限　

５
月
31
日
㈰

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
財
団
振
興
課

（
５
８
２
）２
３
９
６

（
５
８
２
）２
４
１
５

http://w
w
w
.fp-kikin.or.jp

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
や
相
続
、遺
言
、財
産

管
理
、死
後
事
務
処
理
な
ど
の
相
談
に
、

成
年
後
見
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
公
証
人
Ｏ

Ｂ
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
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春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会
・
講
座

○
リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

同
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
ま
れ
た
粗
大

ご
み
の
う
ち
、再
利
用
で
き
る
よ
う

に
修
理
し
た
自
転
車（
約
30
台
）や
、

ス
チ
ー
ル
家
具（
約
25
点
）な
ど
を
展

示
し
、譲
渡
ま
た
は
販
売（
自
転
車
の

み
）し
ま
す
。

対
象　

春
日
市
・
大
野
城
市
に
居
住

す
る
人

展
示
・
受
付
期
間　

６
月
２
日
㈫
〜

７
日
㈰（
６
日
㈯
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

同
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園
６
ー

２
）

申
込
方
法　

期
間
中
に
、同
プ
ラ
ザ

備
え
付
け
の
申
込
書
と
持

参
し
た
官
製
ハ
ガ
キ（
一
世

帯
１
枚
、表
面
に
申
込
者
の

住
所
と
氏
名
を
記
入
、裏
面

が
白
紙
の
も
の
）を
提
出
す

る

注
意
事
項

▽
一
世
帯
で
、自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家

具
類
を
各
１
点
申
し
込
め
ま
す
。

▽
同
一
世
帯（
二
世
帯
も
含
む
）に
よ

る
複
数
の
申
し
込
み
は
無
効
と
し

ま
す
。

▽
自
転
車
は
有
料（
２
，０
０
０
円
）

で
、防
犯
登
録
料（
５
０
０
円
）も

必
要
で
す
。

▽
自
転
車
当
選
後
１
年
間
は
、自
転

車
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、６
月
９
日

㈫
の
午
前
９
時
か
ら
公
開
抽
選
を

行
い
、結
果
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し

ま
す
。

▽
当
選
品
は
、６
月
11
日
㈭
〜
17
日

㈬
の
平
日
、午
前
９
時
〜
午
後
３

時
30
分
に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

施
設
見
学
と
使
用
済
み
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
再
利
用
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト（
ス
ワ
ン
作
り
）を
行

い
ま
す
。

日
時　

６
月
３
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　

同
プ
ラ
ザ
２
階
研
修
室

受
講
料　

５
０
０
円（
材
料
代
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
15
日
㈮
〜
27
日
㈬

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ（
春

日
公
園
６
ー
２
）

（
５
９
６
）７
０
６
６

（
５
９
５
）４
１
４
０

福
岡
民
事
・
家
事
調
停
協
会

無
料
調
停
相
談
会

日
時　

５
月
29
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
受
付

は
午
後
２
時
ま
で
）

場
所　

香
椎
公
民
館（
福
岡
市
東
区

香か
し
い
え
き
ま
え

椎
駅
前
２
ー
13
ー
４
）

内
容　

商
事
、交
通
事
故
、金
銭
貸
借
、

扶
養
、相
続
、夫
婦
・
親
子
関
係
、

土
地
建
物
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
民
事
調
停
協
会

　

（
７
８
１
）３
１
４
１

▽
福
岡
家
事
調
停
協
会

　

（
７
１
１
）９
６
５
１

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

卓
球
部
員
募
集

　

年
齢
に
関
係
な
く
、気
軽
に
参
加
で

き
ま
す
。

○
春
日
あ
じ
さ
い

練
習
日
時　

毎
週
月
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

問
い
合
わ
せ
先　

松ま
つ
お尾

　

（
５
７
２
）６
１
７
２（

兼
用
）

○
春
日
ふ
た
ば

練
習
日
時　

毎
週
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

問
い
合
わ
せ
先　

太お
お
た田

　

（
５
９
６
）９
０
４
９（

兼
用
）

※　

会
費
は
い
ず
れ
も
月
額
１
，０
０

０
円
で
、別
途
入
会
費
１
，０
０
０
円

が
必
要
で
す
。

　
　

な
お
、練
習
場
所
は
、い
ず
れ
も
市

民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
大
谷
６
ー

24
）で
す
。

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
事
業

「
女
性
研
修
の
翼
」団
員
募
集

対
象　

県
内
に
居
住
し
、20
歳
〜
65
歳

（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）の

人
で
、団
体
や
企
業
で
男
女
共

同
参
画
な
ど
に
関
す
る
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、帰
国

後
も
活
動
を
期
待
で
き
る
人

※　

公
務
員
や
学
生
、過
去
に
同
種
の

派
遣
事
業
に
参
加
し
た
人
は
除
き
ま

す
。

研
修
国　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
イ
ギ
リ
ス

研
修
期
間　

11
月
15
日
㈰
〜
22
日
㈰

参
加
費　

25
万
円
程
度

募
集
人
員　

20
人（
書
類
選
考
と
面
接

あ
り
）

申
込
期
限　

６
月
12
日
㈮

申
込
先　

市
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（
市
役
所
４
階
）

問
い
合
わ
せ
先　

県
男
女
共
同
参
画
推

進
課

（
６
４
３
）３
３
９
１

（
６
４
３
）３
３
９
2

ア
ヴ
ェ
ベ
ル
ム
コ
ル
プ
ス

合
唱
団
員
募
集

　

８
月
19
日
㈬
、山や
ま
も
と本
郁い
く
お夫
さ
ん（
ロ
シ

ア
ヤ
ク
ー
ツ
ク
国
立
歌
劇
場
指
揮
者
）

の
指
揮
の
も
と
、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
一
緒
に
歌

い
ま
せ
ん
か
。

練
習
場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費（
月
額
）

▽
大
人　

２
，５
０
０
円

▽
小
学
生
〜
高
校
生　

２
，０
０
０
円

※　

練
習
日
時
や
曲
目
な
ど
、詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

音
楽
が
育
む

街（
福
岡
）実
行
委
員
会

（
５
７
５
）１
５
４
０（

兼
用
）
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情報ひろば

流
域
連
携
基
金

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称
募
集

　

流
域
連
携
基
金
は
、使
っ
て
い
る
水

の
約
３
分
の
１
を
筑
後
川
に
頼
っ
て
い

る
福
岡
都
市
圏
市
町
の
交
流
・
連
携
を

進
め
、水
源
地
域
や
流
域
と
の
相
互
理

解
を
深
め
る
た
め
の
基
金
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

同
事
業
の
Ｐ
Ｒ
親
善
大
使
と
し
て
決

定
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
規
定

▽
年
齢
、性
別
、住
所
地
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

▽
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

▽
応
募
数
は
自
由
で
す
。

賞
品　

最
優
秀
賞
１
人
に
、賞
状
と
副

賞
３
万
円

※　

副
賞
の
金
額
に
は
所
得
税
を
含

み
、受
賞
者
が
高
校
生
以
下
の
場
合

は
、図
書
カ
ー
ド
で
贈
呈
し
ま
す
。

　

な
お
、複
数
名
か
ら
同
じ
愛
称
の

応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、抽
選
で
１

人
を
決
定
し
ま
す
。

応
募
方
法　

６
月
15
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
愛
称
、命
名

理
由
、住
所（
郵
便
番
号
）、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、性
別
、電

話
番
号
を
伝
え
る

※　

詳
し
く
は
、福
岡
都
市
圏
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（

http://w
w
w
.fukuoka-

tosiken.jp/

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
都
市
圏

広
域
行
政
事
業
組
合「
基
金

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称
募
集
」係

（
〒
810
ー
８
６
２
０
福
岡
市
役

所
内
）

（
７
３
３
）５
０
０
４

（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m
b.infow

eb.ne.jp

春
日
市
消
費
者
の
会

施
設
見
学
の
参
加
者
募
集

　

食
の
安
全
安
心
に
取
り
組
ん
で
い
る

製
造
工
場
と
農
産
物
直
売
所
を
、見
学

し
ま
せ
ん
か
。

期
日　

６
月
９
日
㈫　

集
合
時
間
・
場
所　

午
前
８
時
50
分
・
市

役
所
集
合（
午
後
４
時
帰
着
予

定
）

行
き
先　

福
岡
県
醤
油
工
業
協
同
組
合

（
筑
紫
野
市
）、Ｊ
Ａ
に
じ
耳み

の
う納

の
里（
う
き
は
市
）

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限　

５
月
22
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

池い
け
だ田

０
９
０（
７
５
３
７
）３
７
８
６

（
5
8
2
）３
２
７
３

体
験
入
部
も
で
き
ま
す

な
ぎ
な
た
教
室
生
募
集

　

一
緒
に
、な
ぎ
な
た
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。子
ど
も
と
大
人
の
部
、そ
れ
ぞ

れ
あ
り
ま
す
。

　

一
度
、体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
時

▽
子
ど
も
の
部

毎
週
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
10
時
30

分
、第
１
日
曜
日
の
午
前
９
時
〜
11

時
▽
大
人
の
部

毎
週
水
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

練
習
場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

剣
道
場（
大
谷
６
ー
28
）

会
費

▽
子
ど
も　

月
額
１
，５
０
０
円

▽
大
人　

月
額
２
，０
０
０
円

※　

別
途
、ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
が
子
ど

も
年
額
６
０
０
円
、大
人
年
額
１
，

６
０
０
円
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
梛な

ぎ

の
会
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団　

石い
し
う
ち内

（
５
０
１
）５
３
１
２

福
岡
県
町
村
会
等
職
員

採
用
試
験

受
験
資
格　

昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
昭

和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※　

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
、４

年
生
大
学
を
卒
業
見
込
み
の
人
を
含

み
ま
す
。

募
集
人
員　

２
人（
行
政
事
務
）

受
付
期
間　

５
月
25
日
㈪
〜
６
月
15

日
㈪

試
験
日

▽
一
次
試
験　

７
月
26
日
㈰

▽
二
次
試
験　

８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

（
予
定
）

※　

申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
町
村
会
総

務
課

（
６
５
１
）１
１
２
１

（
６
５
１
）４
２
８
７

　皆さんは、家庭での電気やガソリンなど、毎月のエ
ネルギー使用量を知っていますか。
　このエネルギー使用量を正しく知ることで、どこ
に無駄があるのか、どんな省エネが効果的なのかが
分かってきます。
　しかし、月ごとに使用量を確認することを面倒に
感じる人もいるのではないでしょうか。そんな人に
お薦めなのが、「エコファミリーカレンダー（福岡県
環境家計簿）」です。
　これは壁掛けタイプのカレンダーで、説明に沿っ
て記入するだけで、エネルギー使用量を手軽に
チェックすることができます。
　また、分かりやすいイラストで月ごとに省エネの
コツを紹介していますので、楽しみながら続けるこ
とができます。この機会に始めてみませんか。
※　エコファミリーカレンダーは、環境課窓口（市
役所3階）か、福岡県地球温暖化防止活動推進セン
ターのホームページ（ http://www.fccca.jp）か
ら入手できます。
なお、窓口では「エ

コファミリー」への登
録が必要になります。

問い合わせ先　環境課　
（584）1111　 （584）1147 ▲愛称募集キャラクター
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身
体
的
症
状
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。２
週
間
ほ
ど
続
く
場
合
は
、注
意

が
必
要
で
す
。

５
月
病
の
原
因

　

環
境
の
変
化
に
加
え
、人
間
関
係

や
勉
強
内
容
、仕
事
内
容
と
い
っ
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
外
部
環
境
が
極
端
に
変

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、身
体
的
に
も

精
神
的
に
も
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
原
因
で
す
。ま
た
、

食
事
を
十
分
に
取
ら
な
い
た
め
に
、

体
調
不
良
を
起
こ
す
こ
と
が
原
因
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。

５
月
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

体
調
が
悪
い
と
き
は
、休
ん
だ
り
、

気
分
転
換
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。ま
た
、話
し
や
す
い
人
に
気

持
ち
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
も
効
果

的
で
す
。

　

自
分
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、症
状

が
継
続
す
る
場
合
は
、心
療
内
科
や

神
経
科
な
ど
の
専
門
医
に
相
談
し
て

５
月
病
と
は

　

５
月
病
は
、「
う
つ
病
」に
似
た
症

状
が
表
れ
ま
す
が
、う
つ
病
と
は
異

な
る
も
の
で
す
。新
し
い
環
境
や
生

活
に
な
ん
と
か
適
応
し
よ
う
と
、焦

り
や
頑
張
り
が
空
回
り
し
、一
時
的

に
強
い
ス
ト
レ
ス
状
態
に
陥
っ
て
い

る
状
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。医
学
的
に
は
適
応
障
害
と
言
わ

れ
て
お
り
、症
状
が
蓄
積
さ
れ
る
と

登
校
・
出
社
拒
否
や
自
殺
願
望
が
表

れ
ま
す
。

　

以
前
は
、５
月
病
に
な
る
の
は
大

学
生
や
社
会
人
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、最
近
は
中
学
生
や
高
校
生
を

は
じ
め
、小
学
生
に
も
症
状
が
見
ら

れ
ま
す
。

５
月
病
の
症
状

　

不
安
、抑
う
つ
気
分
、思
考
力
の
低

下
、集
中
力
の
低
下
、焦
り
、食
欲
不

振
、疲
労
感
、不
眠
、寝
起
き
が
悪
い
、

意
欲
の
低
下
、頭
痛
、腹
痛
と
い
っ
た

５
月
病
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う

く
だ
さ
い
。進
行
す
れ
ば
、身
体
症
状

が
悪
化
し
た
り
、精
神
疾
患
に
移
行

し
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、早
め
の
対
応
が
必
要
で
す
。

家
族
が
で
き
る
こ
と

　

５
月
病
は
、人
に
よ
っ
て
は
、一
見

怠
け
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

ま
す
。し
か
し
、「
甘
え
て
い
る
だ
け

だ
」、「
頑
張
れ
」と
い
う
言
葉
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
り
、本
人
を
追
い

詰
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ゆ
っ
く

り
見
守
り
、本
人
の
状
態
を
理
解
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

５
月
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
事
と
十
分
な

睡
眠
、規
則
正
し
い
生
活
が
基
本
で

す
。ま
た
、ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
乗
り

越
え
る
た
め
に
は
、「
自
分
を
よ
く
知

る
」、「
完
璧
を
求
め
な
い
」、「
焦
ら
な

い
」、「
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
」、

「
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
る
」こ
と
が
重
要

で
す
。

　

年
度
が
変
わ
り
、就
職
や
新
入
学
な
ど
で
、新
し
い
環
境
で
の

生
活
が
始
ま
っ
た
人
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、こ
の
時
期
に

注
意
が
必
要
な
の
が
、「
５
月
病
」。

　

症
状
や
原
因
を
理
解
し
、気
持
ち
よ
く
新
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

ファミサポかすが
子育てのお手伝いをしたい人と子育ての手助けをして欲しい

人の相互援助組織「ファミリー・サポート・センターかすが」では、
さまざまな援助活動が行われています。
援助活動の例
▷残業や病気のとき、保育所に子どもを迎えに行って、その後託
児をしてもらいたい

▷上の子の授業参観などの行事に参加したいとき、下の子の託
児をお願いしたい

▷資格取得や研修会などに参加するため、子どもを預けたい
▷リフレッシュしたい
　
　また、託児は、まかせて会員の自宅で行われますが、安全に十

分配慮し、事故がないようにするため、「安全チェックリスト」に
基づいて預かります。
安全チェックリストの一部
□小さなおもちゃを誤飲しないように注意して預かる
□ソファーやベットなど、高いところに寝かせた場合には、目を離
さないようにして預かる
□動物を飼っている場合は、安全・清潔に心がけて預かる
□自動車に乗せるときは、チャイルドシート、ジュニアシートを着
用し、ドア、パワーウインドウをロックする

　
活動前には、事前打ち合わせ（顔合わせ）を事務局で行いま

す。いざというときのために、早目の会員登録と打ち合わせをお
勧めします。
　詳しくは事務局に問い合わせてください。

問い合わせ先
ファミリー・サポート・センターかすが

（すくすくプラザ内）
（584）7700　 （584）7739

開設：月〜金曜日　午前 8時 30分〜午後 5時　
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上
うえ

田
だ

 瑞
みず

季
き

ちゃん（小倉東）
平成19年5月21日生

高
たかとき

時 悠
はる

那
な

ちゃん（紅葉ヶ丘東）
平成20年5月26日生

浅
あさ

田
だ

　翼
つばさ

ちゃん（若葉台西）
平成20年5月23日生

坂
さかもと

元 俊
しゅん

晴
せい

ちゃん（春日原南町）
平成20年5月27日生

小
お

栗
ぐり

 愛
ま な み

珠ちゃん（春日原北町）
平成20年5月29日生

6月後期

７
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
６
月
１
日
㈪（
必
着
）ま
で
の
到

着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口   4/15現在

◎総人口  109,247人

女 　55,990人

男　 53,257人

◎世帯数  43,855世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報を中心に、11分野
の行政情報の中から希望する情報

（複数選択可）を配信するサービスで
す。
　下の携帯用バーコードから登録す
るか、空メールを次のアドレスに送
り、返信メールに書き込まれた URL
をクリックし、画面の指示に従って
登録してください。
　登録料は無料です。

ke-as-anzen@ansinkasuga.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

▲ふれあい活動 ー ６年生（回生園での交流）

大谷小学校
所在地　大谷4ｰ1
（573）2922　 （573）3422

　本校は、昭和５４年に春日小、春日東小学校より分離開
校し、本年度で創立３１年目を迎えました。校区は春日市の
中心に位置し、周辺には、ふれあい文化センターや福祉ぱ
れっと館など多くの施設があります。
　地域ぐるみでの「谷っ子」の健全育成のため、昨年５月
に学校・家庭・地域が協働する学校運営協議会を発足さ
せ、現在具体的な取り組みについて協議を深めています。
　学校の教育目標「関わりを深めながら、心豊かにたくま

しく生き抜く子どもの育成」を掲げ、第一の特色として、
地域に愛され信頼される学校づくりを目指し、学校運営
協議会では、「たくさん学び部」（学習力の向上）、「にこに
こ交流部」（保幼小中の連携）、「つづける習慣部」（生活習
慣の向上）、「こんにちは連携部」（地域連携の強化）の４つ
の部会を組織し、活動内容の充実に努めています。
　第二の特色として、「確かな学力の獲得」と「人間関係力
の育成」を目指した特色ある教育活動を推進しています。
　まず、「確かな学力の獲得」では、学力向上推進委員会を
中心に、問題解決的学習の徹底を図りながら、授業スタイ
ルの工夫、指導体制の改善、朝の活動の充実などに取り組
んでいます。次に、「人間関係力の育成」では、大谷５プラ
ン推進委員会を中心に、「Ｐ

プラン

1.交流活動の充実」、「Ｐ2.日
常の学び方の積み上げ」、「Ｐ3.ふれあい活動の充実」、「Ｐ
4.教育環境の工夫」、「Ｐ5.家庭・地域との連携の強化な
ど」に励んでいます。
　今後も地域のよさを生かしながら、信頼される学校づ
くりに努めていきたいと思います。



　この部署に配属され随分たちますが、
私は市報作成の担当ではなく、今回、担当
者から依頼されたため、初めて「さんぽみ
ち」を書くことになります。
　しかし、私は文章を書くのはあまり得意
ではありません。もともと筆無精の上に悪
筆なため、最近では、手紙はおろか年賀状
すらほどんど書かなくなりました。どうして
も要件を伝える必要があるときは、電話か
メールです。
　考えてみると、メールとは便利なもので、
字の上手下手は関係ないし、いつでもどこ
でも送ることができます。また、文字の変換
機能がついているため、誤字もほとんどあ
りません。
　とはいうものの、今後は何号かに一度
は、この「さんぽみち」を書くことになりそう
なので、日ごろから文章力を磨くと同時に、
ネタを探しておこうと思います。　　　 ⑧

上白水館跡の
陶磁器

　白水八幡宮西側一帯の中
なかしろうず

白水遺跡には、弥生時代から中・近世にかけての

集落跡が展開しています。

　この中でも上白水五丁目付近では、村落形成の核となった土豪の居
きょかん

館（上

白水館跡）と見られる、中世から江戸時

代初期にかけての遺
いこ う

構が、昭和57年か

らの数次にわたる発掘調査で確認され

ています。

　発掘調査では、中国や朝鮮から輸入

された陶磁器や、古
こ か ら つ

唐津、古
こ い ま り

伊万里をは

じめ、常
とこなめ

滑、瀬
せ と み の

戸美濃、備
び ぜ ん

前など国内の

優秀な陶磁器が多く出土しました。

（奴国の丘歴史資料館）
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